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岩崎博行 Hiroyuki Iwasaki●講師

会場  湘南国際村センター（葉山町）1階・展示室

講師プロフィール：理学博士（東京大学）。専門は高エネルギー
物理学、特にエネルギーフロンティアのハドロンコライダー実験。
CERNのLHC計画にはATLAS検出器の製作初期から参加している。

総合研究大学院大学教授
（高エネルギー加速器科学研究科長）

高エネルギー加速器研究機構素粒子原子核研究所教授

2013年 7 月 6 日土 午後 2 時 
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ヒッグス
粒子の発見

　基本的な力（相互作用）には重力、
電磁力、弱い力、強い力の４種類あ
ることが分かっています。このうち
重力は他の３つの力と比べて非常に
弱いため、素粒子の標準模型では電
磁力、弱い力、強い力を扱います。
標準模型は非常に強力な理論で、あ
らゆる精密実験において標準模型と
は明らかに矛盾するという事象は見
つかっていません。
　この標準模型に導入されている素
粒子の中で唯一未発見だったのが、
素粒子に質量を与えることになるヒ
ッグス粒子です。約半世紀前に提唱
されたヒッグス粒子は標準理論の根
幹をなす粒子であるにもかかわら
ず、今までの加速器では性能が十分
ではなくずっと未発見のままでした。
　LHC（大型ハドロン衝突型加速
器）計画ではヒッグス粒子が考えら
れるどの質量であっても必ず発見で
きるだけの性能を持った加速器と検
出器を製作することにしました。こ
うして国際協力体制でLHC計画が
開始されてから約１５年の歳月を経
て、２０１２年についにヒッグス粒子発
見につながりました。
　今回はヒッグス粒子とはどういう
粒子なのかということと、LHC加
速器や実験装置も含めその発見に至
るまでの物語を語りたいと思います。

質量をつかさどるヒッグス粒子とは？
“神の粒子”とも呼ばれるヒッグス粒子とは
何者なのか分かりやすくお話します。

高エネルギー加速器研究機構（KEK）
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定員   ４０名（先着順）　

参加費

一般６５０円（高校生以下無料）
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申込み受付期間
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